はじめに 


HS709D-A 

HS709D-W 

HS309-A 

HS309-W 


安全上のご注意 . 18〜21 

使用上のごま意 . 22〜24 

主な特長 . 2已〜33 

GPS 衛星の電波受信と測位 . 34 

GPS (Global Positionin 旨 System ) について . 34 

受信しにくい場所について . 34 

受信するまでの時間について . 34 

自律航法とマップマッチング . 35 

現在地の誤差について . 3曰 

自律航法&マップマッチング . 3己 

学習度と現在地 . 3已 

ディスクの取り扱いかた . 36 

ディスクを入れる/取り出ずには 

( DVD / CD の場合） . 37 

ディスクを取り出すには . 37 

SD 力ード/ USB メモリデバイスについて…38、39 

SD 力ードの取り扱いかた . 40 

SD 力ードを入れる/取り出ずには . 41 

SD 力ードを取り出すには . 41 

才ーディオ/テレビ/ラジオの設定について . 42 

パソコン連携(いつもドライブリンク） . 43 

各部の名称とはた5き .44. 45 

ディスプレイ部の角度を調整する . 46 


はじめに 


17 


























まを上のごを意 （1) 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


• ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•お読みになったあとはいつでち見られるところに必ず保管してください。 

取扱説明書および本機の表示では、ご本人や周囲の人々び危害や損害を負ラことなく、本機を安全に 
正しく使用していただくために、いろいろなま意事項を表示しています。 


ミ主意事項は、それを守らなかった場合に起こりうる危害や損害の程度によって、2つに区分しています。 


么警告： 人び死こまたは重傷を負う可能性び想定される内容。 

A 注意：人び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの発をび想定される 
内容。 


また、ま意内容の性質を絵表示で示しています。 


A ： 么はま意を促す記号です。図の中に具体的なを意内容(左図の場合は一般的なを意)び描い 
てあります。 

® ： ( S は行為を禁止する記号です。図の中に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び描い 
てあるちのちあります。 

〇 :参は行為を指示する記号です。図の中に具体的な指示内容(左図の場合は一般的な指示)び 
描いてあります。 


么警告 


0 


本機を、前方の視界を巧げる場所ゃ八ンドル-シフトレバー-ブレーキペダル 
等の運転操作を巧げる場所など運転に支障ををたず場所、同乗をに危険をおよ 
ぼず場所には取り付けないでください。 

交通事故やけびの原因となります。 



〇 


車体に穴を開けて取り付ける場合は、パイプ類-タンク-電気配線などの位置 
を確認の上、これ！5と干渉や接触ずることびないようミち意してください。また、 
加工部のヴビ止めや浸水防止の処置を施してください。 

乂災や感電の原因となります。 



Q 本機を取り付けるときやアースを取るときに、車体のボルトやナットを使用ず 
る場合は、八ンドル-ブレーキ系統やタンクなどの保ま部品のボルトやナット 
は絶巧に使用しないでください。 

これらを使用しますと制動不能や発乂、交通事故の原因となります。 



〇 


取り付け作業前には、必ずバッテリーの©端子をがしてください。 

プラス®とマイナス©経路のショート事故による感電やけびの原因となります。 



〇 


コード類は、運転操作の巧げとな！5ないよう、テープ等でまとめ固定してくだ 
さい。 

八ンドルやセレクトレバー、シフトレバー、ブレーキペダルなどに巻さ付くと 
交通事故の原因となり危険です。 



Q 本機を船舶、航空機などの主航法装置として使用しないでください。 

測定誤差び生じたりするため、事故の原因となります。 

また、塩害などにより、乂災•感電の原因となります。 


ス J 
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A 警告 


0 


本機は 12V 車専用でず。 24V の車（トラック.バス.寒冷地仕様のディーゼル 
車など）では使用しないでください。 

24 V 車で使用すると乂災や故障などの原因となります。 


「 12 \/車専用1 

^ n ^ 


Q 


運転者は走行中には、本機の操作やディスクの交換はしないでください。 

前方不ミ主意となり交通事故の原因となりますので、必ず安全な場所に車を停車 
させて行なってください。交通事故の原因となります。 



〇 


運転者びテレビ等を見る場合は、必ずち全な場所に車を停車し、パーキングブレーキ(サイドブレ 
—キ）をかけて使用してください。 

テレビ等は安全のため走行中は表示されません。また交通事故の原因となります。 


〇 


画面び映5ない、音び出ないなどの故障状態で使用しないでください。 

思わめ事故-乂災-感電の原因となります。 


嫂' 


〇 


万一、異物び入った-水や飲みものびかかった-煙び出る-変なにおいびずる 
など異常び起こりました！5、直ちに使用を中止し、必ずお買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

そのままご使用になると思わめ事故-乂災-感電の原因となります。 



〇 


本機の中にかや異物を入れないでください。 

発煙や発乂、感電の原因となります。 


電源コード線の被覆を切って、他の機器の電源を取ることは絶対にお止めくだ 
さい。 

コード線の電流容量をオーバーし、乂災や感電-故障の原因となります。 



〇 


フイルムアンテナは取付要領書に指示された場所に貼り付けてください。 

視界不良となり事故の原因となることびあります。取付要領書の指示どおりの取り付けをしないと、 
保安基準の適合として認められないことびあります。また、再貼り付けや況用の両面テープ等で取 
り付けないでください。フイルムアンテナびはびれて思わめ事故の原因となることびあります。 


〇 


接続したコードや使用しないコードの先端など、皮覆びない部分は絶縁性テープ等で絶縁してくだ 
さい。 

ショートにより乂災や感電、故障の原因となります。 


〇 


取り付けや配線び終わった5、ブレーキランプ、ライト、ホーン、ウインカー、 
ワイパーなど、全ての電装品び正しく動くことをお確かめください。 

正常に動かない状態で使用すると乂災や感電、交通事故の原因となります。 



分解禁止 


本機を分解したり、改造しないでください。 

交通事故-火災-感電の原因となります。 




Q 


ナビゲーシヨンの操作 

-運転中の操作は避け、停車して行なってください。 

-運転中に画面をを視しないで<ださい。前ち不を意となり交通事故の原因となります。 


Q 


コード類の配織ホ、高温部を避けて行なってください。 

コード類び車体の高温部に接触すると被覆び溶けてショートし、乂災-感電の原因となります。 


はじめに 


({女全上のご注意〕 
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きを上のご注意 (2) 


么注意 


〇 


本機の取り付け-配線には、専門技術と経験び必要でず。 

安全のため必ずお買い上げの販売店に依頼して<ださい。 

誤った取り付けや配線をした場合、車に重大な支障をさたす場合びあります。 


I 販売店にて^ 


〇 


必ず付属の部品を指定通り使用してください。 

指定!;!外の部品を使用すると、本機内部の部品をいためたり、しっかりと固定 
でさずに外れたりして危険です。 


〇 


雨び吹き込むところや、水のかかるところなど湿気やほこり•油煙のをいとこ 
ろへの取り付けはさけてください。 

本機に水や結露(エアコンホース周辺など）•ほこり-油煙び混入しますと発煙 
や発火、故障の原因となることびあります。 



直射日光び当たった場合などは、金属部分び高温になり、触れると乂傷ずる可能性びありまず。 
振動のをいところなど、しっかりと固定できないところへの取り付けはさけて 

じソください。 

外れて事故やけびの原因となることびあります。 


本機の通風孔や放熱ホ反をふさびないでください。 

通風孔や放熱板をふさぐと内部に熱びこもり、乂災や故障の原因となることびあります。 


〇 


取付要領書にしたびって、正しく配線してください。 

正規の接続を行なわないと、乂災や故障の原因となることびあります。 


〇 


コードび金属部に触れないように配線してください。 

金属部に接触しコードび破損して、乂災や感電-故障の原因となることびあります。 


〇 


コード類はミ夫して途中で切断しないでください。 

コード類にはヒューズなどび付いている場合びあるので、保護回路び働かなくなり、乂災の原因と 
なることびあります。 


電源用のリード線は、バッテリーに直接接続しないでください。 

車の振動や熱でコードの被膜び破れ、ショートして乂災や感電の原因となることびあります。 


〇 


電源コードの接続は、配線作業の最後に行なってください。 

ショート事故による感電やけびの原因となることびあります。 



左ちのスピーカーの©側を共通線にしたり、車体にアースしないでください。 

ショート事故による感電やけびの原因となることびあります。 


〇 


車体やねじ部分-シートレール等の可動部にコード類をはさみ込まないように 
配線してください。 

断線やショートにより、故障や感電-乂災の原因となることびあります。 



〇 


ディスク / SD カード挿入□に異物を入れないでくださし、。 

乂災や感電、故障の原因となることびあります。 


so 




























A ミ主意 


瓜 

ディスプレイの収納や角度調整時に、手や指をはさまないよラにミち意してくだ 
さい。 

挟まれてけびの原因となることびあります。 


A 

ディスク /SD カード挿入□に手や指を入れないでください。 

けびの原因となることびあります。 


^ 本機の電源び入っているとき、または、電源を切った直後などに、本機裏側の 
放熱ホ反や、アンプに触れないでください。 

接 S ち禁±高温のため、やけどの原因となることびあります。 


0 

本機を車載用としてじ(外は使用しないでください。 

発煙や発乂、感電やけびの原因となることびあります。 


〇 

長時間ご使用にな 5 ないときは、ディスク /SD 力ードを取り出しておいて ! 
<ださい。 / 

長時間、本機内に入れておくと、高温等のためにディスク /SD カードを傷め k 
る原因となることびあります。 


0 

エンジンを停止したままで長時間ご使用にな 5 ないでください。 

車のバッテ U —びあびる恐れびあります。 


〇 

運転中の音量は車外の音び聞こえる程度でご使用ください。 

車外の音び聞こえない状態で運転すると、事故の原因となることびあります。 


0 

音声び割れる-ひずむなどの異常状態で使用しないでください。 

乂災の原因となることびあります。 


〇 

ナビゲーシヨンによるルート案内と実際の交通規制び異なる場合は、実際の 
交通規制にしたびって走行してください。 

ナビゲーシヨンによるルート案内のみにしたびって走行すると実際の交通規制 
に反する場合びあり、交通事故の原因となります。 

0 

Q 

液晶ノくネルを強く巧したり、強い衝撃を与えないでください。 

液晶パネルのガラスび割れて、けびの原因となることびあります。 


0 

液晶ノネルび割れた場合、ノネル内部の液体には絶巧に触れないでください。 

皮膚の炎症などの原因となることびあります。 

•万一□に入った場合は、すぐにうびいをして医師に相談してください。 

•目に入ったり皮膚に付着した場合は、清ミきな水で充分洗ミきした後、医師に相 
談してください。 

鄭 


o 


ディスク / SD カードを出し入れずるときは、シフトレバーびディスプレイ部 
に当た5ない位置で行なつてください。 



({女全上のご注意〕 
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使用上のごを意 （1) 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


温度について 

-fl 

\ 

極端に寒いとさや、極端に暑いとさは、正常に動作しないことびあります。 



常温に戻ると正常に動作します。 

1 



結露について 

雨の曰、または湿度び非常に高いとさ、または寒いとさヒーターをつけた直後など本機内部の光学系レン 
ズに露(水滴)び生じることびあります。このままですとレーヴーによる読み取りびできず正常に動作しな 
いことびあります。周囲の状況にをよりますび、ディスクを取り出して放置しておけば、約]時間ほどで 
結露び取り除かれ正常に動作するよラになります。 


振動について 

本機に振動び加わると、まれに音とびや映像び欠けるなどの症状びみられることび 
あります。振動び止むと通常の動作に戻ります。 



ディスプレイについて 

• 液晶の特性上、直射日光び反射して画面び見づら <なることびあります。 

• ディスプレイの同じ場所に、ホい点や青い点などび現われる場合びありますび、これは液晶ディスプレイ 
の性質上起こるをのであり、故障ではありません。 

•寒いところのむし: TF ) で使用する場合、内部照明装置(バックライト）は暗くなりますび、本体の温度び上 
びると元に戻ります。 

•液晶パネル面にフイルムを貼り付けた場合、貼り付け不良または、ずれびありますと正常に動作しないこ 
とびあります。 


地図画面の表示について 

•最を詳細な地図の縮尺び地域によって異なるため、地図画面を移動して縮尺の異なる地域にくると、地 
図び切れたような画面になります。そのまま地図を移動しつづけると、通常の地図画面に戻り、縮尺は 
表示中の地域の最を詳細なをのに変わります。 

•走行中は、細街路を表示しません。 

ただし、下記の画面では、走行中を細街路を表示します。 

-車のシフトレバーを U バースに入れているとさの現在地表示画面 
-細街路を走行しているとさの現在地表示画面 
※細街路によっては、走行中を消えないをのをあります。 

※細街路とは道幅已.已 m 未満の道路のことをいいます。 


車のエンジン停止中でのご使用について 

•車のエンジン停止中に本機をご使用になりますと、車のバッテ U —びあびる恐れびあります。 

エンジンを停止したままで長時間ご使用にならないでください。 

•エンジン停止中に本機を使用しているとさ、エンジンを始動すると、 

電圧降下により、初期の画面に戻ることびあります。 
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お手入れについて 

• 画面は指紋やホコ U び付さやすいので、時々清掃してください。 

清掃するとさは、電源を切り柔らかい布で乾拭さしてください。（汚れをおとす場合は、中性洗剤に浸し 
よく絞った布か、エタノールをしみ込ませた柔らかい布で拭いてください。） 

めれたぞうさん•有機溶剤（ベンジン、シンナーなど）•酸•アルカ U 類は使用しないでください。また 
硬いをのでこすったり、たたいたりしないでください。 

•キャビネットやパネル面、その他の付属品にベンジン、シンナー、 

殺虫剤などの揮発性の薬品をかけると、表面び侵されることびあります 
ので使用しないでください。またセ□八ンテープやばんそラこラなどの 
粘着性のをのを貼ったりすることを、キャビネットを巧したり傷めます 
ので避けてください。 





GPS アンテナについて 

• GPS アンテナにペンキや車のワックスなどを塗らないでください。 

受信感度び低下したり、 GPS 衛星の電波を受信でさなくなることびあります。 

• GPS アンテナの上に物を置いたり、布等をかぶせたりしないでください。 

GPS 衛星の電波を受信でさなくなります。 

• GPS アンテナを本機のおくに配置しないでください。 

受信感度び低下したり、 GPS 衛星の電波を受信でさなくなることびあります。 

• GPS アンテナをダッシュボード内に取り付けている場合は、取り付け位置上部に物を置いたり、携帯電 
話や八ンディ無線機などを置かないで<ださい。受信感度び低下したり、 GPS 衛星の電波を受信でさな 
<なることびあります。 



インテリジェントキーの動作について 

インテ U ジェントキーび装着されている車両では、インテ U ジェントキーをナビゲーシヨン本体に近づけ 
ると動作しなくなる場合びありますので、十分にごを意ください。 


巧責事項について 

•火災、地震、水害、落雷、第兰者による行為、その他の事故、お客さまの故意または過失、誤用、その 
他の異常な条件下での使用により故障または損傷した場合には有輯修理となります。 

•本機の使用または使用不能から生じる損害(事業利益の損失、記憶内容の変化-消失など）につさまして 
は、弊社は一切その責任をおいかねます。 

•本機を業務用の車両(タクシー-トラック-バス-商用車など）に使用した場合、保証の対象にはなりま 
せん。 

• 他人に譲渡または処分などされる際は、本機に入力した個人情報(登録地点の住所や電話番号など)の取 
り扱い、管理(消去など）は、必ずお客さまの責任において消去してください。 

「データを初期化(消去)する」3日7、3日8ページ 

•お客さままたは本機の使用を誤ったとさ、静電気•電気的なノイズの影響を受けたとさ、八ードディス 
ク内のデータや基本プ□グラムなどび消失-変化した場合、また修理によって登録地点など、登録した 
内容び消去された場合は補償でさません。 


はじめに 


(使用上のご注意〕 
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巧用上のごを意 (2) 


地上デジタルテレビ放送の番組受信について 

• 地上デジタルテレビ放送では受信状態び悪くなると、映像にブ□ックノイズび出たり、音びとざれたり、 
静止画面、黒画面となり音声び出な<なることびあります。 

•車で移動して受信するため、家庭用デジタルチューナーに比べて受信エ U アび狭くなります。また、車 
の周辺の環境などにより受信状態び変イヒします。 

• 本機の受信周波数帯域に妨害を与える電子機器や無線利用機器などりくソコンや携帯電話など）を車内で 
使用したり、本機や地上デジタルテレビ放送用アンテナやアンテナコードに近づけると、映像•音声な 
どに不具合び発生する場合びあります。それらの機器の使用を中止するか、本機から離してご使用<だ 
さい。 

•電車の架線、高圧線、ラジオ•テレビ放送の送信所、無線送信所、ネオンサインなどの放電機器の近< 
で受信すると、映像-音声び乱れたり雑音びはいる場合びあります。 

•車の走行速度によっては映像•音声び乱れたり、受信でさな<なる場合びあります。また、停車中でを 
周囲の車の動さ等により受信状態び悪<なり、映像.音声び乱れる場合びあります。 

•コピーガードびかかっている番組は録画機器を経由してテレビで視聴すると正常に受像でさない場合び 
あります。コピーガードびかかっている番組を視聴する場合は、録画機器を経由しないで直接、本機と 
モニターを 接続してください。 


IJTF の点にごま意ください。 

■本機は、マク□ビジョンコーポレーションならびに他の権利者び保有する、米国特許およびその他 
の知的財産権で保護された著作権保護技術を採用しています。この著作権保護技術の使用はマク〇 
ビジョンコーポレーションの認可び必要であり、マク□ビジョンコーポレーション認可なしでは、 
一般家庭用または他のかざられた視聴用だけに使用されるようになっています。改造または分解は 
禁止されています。 

■メールなどの地上デジタルテレビ放送に関する情報は、本機に記憶されます。万一、本機の故障、 
不具合によって、これらの情報び消失した場合でち補償はでさません。 

■本機は AR 旧（電波産業会)規格に基いた商品仕様になっております。将来規格変更びあった場合は、 
商品仕様を変更する場合びあります。 

■ビデオデッキなどで録画.録音したをのは、個人で楽しむなどのほかは、著作権法上権利者に無断 
で使用でさません。 

■各社の商標および製品商標に対しては特に注記のない場合でち、これを十分尊重いたします。 

■J 目 lend は株式会社アプリックスの登録商標です。 

■本機搭載のソフトウェアは、 Independent JPEG Group のソフトウェアを一部利用しております。 
This software is based in part on the work of the Independent JPEG Group. 

■本機に搭載されているソフトウェアまたはその一部につき、改変、翻訳、翻案、 IJ パースエンジニ 
ア IJ ング、逆コンパイル、逆アセンブルを行なったり、それに関与してはいけません。 

■本機を法令により許されている場合を除さ、日本国外に持ち出してはいけません。 
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主な特長 （1) 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 
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r タッチパネル I 

画面をタッチすることでナビゲーションを操作することびでさます。 

I カー ウイングス 

携帯電話を接続してカーウイングスサービスを利用することびでさます。オペレータに要 
件を伝えて目的地や経由地の設定、施設情報の入手などをするオペレータサービスや過去 
の巧ミ帯統計データと最新の V に S 情報を利用した最速ルート探索をします。 

※カーウイングスを利用するには、別途サービスのお申し込みび必要になります。 

「力ーウイングス」311〜3曰8ぺージ 
※使用できる携帯電話は Bluetooth 対応の携帯電話のみとなります。 


悟声操作機能門 

画面で操作しなくてち、音声で直接ナビゲーシヨンを操作することびでさます。 
[W 「音声操作」3已9〜376ページ 


r メンテナンス機龍 I 

曰付•距離を設定すると、車のオイルや消耗品の交換、記念日びさたことなどを 
ナビゲーシヨンの画面と音でお知らせします。 

お「メンテナンス情報を設定する」263〜26目ぺージ 


「Quick MENmifi] 

よく使う機能を Quick MENU に追加することびできます。表示する順番ち選べ、使いや 
すい Quick MENU に設定できます。 

が 「 Quick 機能について」目2、目3ぺージ 

[ g=「Quick MENU の設定を変えるには」378、379ページ 

I ナビゲーシヨンとオーディオのモード同時起動(使用)可能 I 

ナビゲーシヨン使用時に音楽や地上デジタルテレビ放送、 DVD ビデオをお楽しみ頂く事びでさます。 
[5= 「ナビゲーシヨン画面から他のモードに替えるには」384ページ 
[5= 「ナビゲーシヨン画面を表示したままで音楽を聞くには」38日ページ 


r デュアルウィンドウ, 

画面を2分割して左にナビ画面、ちに映像画面を同時に表示することびでさます。 
屏「表示項目の設定を変える」203〜207ページ 


目的地を選ぶだけで行き方を表示] 

目的地を指定すると、探索されたルートを表示して案内します。目的地は地図上で直接指 
定したり、施設の名前や種類から絞り込んで探すことちでさます。 

屈= [( 現在地か! 5 目的地までのルートを探索する 場合 ） I 7日ぺージ 

また、あらかじめ自宅を登録しておくと、現在地から自宅までのルートを表示して案内します。 

が「自宅を登録する」目7〜目9ぺージ 

[5 =「G 現在地から自宅までのルートを探索ずる 場合）」71ぺージ 


はじめに 


(使用上のごま意〕/ (主な特長〕 


☆印： HS 709 D - A / HS 709 D-W 
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主な特長巧) 


電話番号や住所か6目的地を検索 I 


電話番号または住所を入力して、地図ソフトに収録されているデータから目的地を探すこ 
とびできます。電話番号は、 NTT タウンページの情報の一部(約] I 日日日万件）び収録され 
ています。住所は、約3,已日日万件収録されています。 

※タウン ページは 東曰本電信電話株式会社.西日本電信電話株式会社の登録商標です。 

お「電話番号で地点を探す」81、82ページ/惟所で地点を探す」83〜8日ページ 


ビ 

ゲ 

I 
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ノ、イブリツド検索 I 


施設已日音で「己日音順」「距離順」に並び替えたり、 
「地域」「名称」「ジャンル」のキーワードで施設を絞 
り込んで探すことびでさます。 

[5= 「施設の名前で地点を探す[5日音]」 

88〜91ページ 


ビルの中の店舗を探す（テナント情報） I 



市街地図（已 m /1 2 m /2 己 m / 巧日 m ) から、ビルの 
中のテナント情報を確認することびでさます。 


施設(物件）にカーソルを合わせると、地図画面下に 
ビル名び表示されます。ボタンをタッチし、 
設定メニューを表术させ、ボタンを 
タッチするとテナント情報を見ることびでさます。 
应= 「 Quick 機能について」目2、目3ぺージ 



※•データび収録されていない施設(物件)は力ーソルを合わせても名称は表示されません。 
• ビル名のみ収録されている場合はテナント詳細情報を見ることはでさません。 


パソコン連携（いつもドライブリンク ）I 


パソコンの指定 Web サイト（いつちドライブ）にアクセスして SD カードへ地点やルートを 
イ呆存することびでさます。 SD カードに保存した地点は本機で確認したり、登録すること 
びでさます。また、 SD カードに保存したルートを本機で再探索することびでさます。 

「パソコン連携（いつちドライブリンク）」43ページ 
[W 「 SD カードで地点を探す」 ] 日3、 ] 日4ページ 
[5==に〇力ードからルートを探索する」 ] 42〜144ぺージ 
に〇力ードから地点を登録する」244〜246ページ 


C 目的化到着までのルートを表示してくれる） 


目的地に着くまでルート表示（細街路探索） I 


細街路(を要市区町村道路)を含めたルートの探索を行ないます。 
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が P : HS 709 D - A / HS 709 D-W 
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r 的確でわかりやすく、音声で案内（音声案内 ）I 

交差点の名称から高速道路の出入□、路線名、 JCT 、 巧ミ帯/規制情報などを音声で案内し 
ます。 

I 高速道路のジャンクションを拡大表示する （ JCT ビュ ー ） I 

高速道路の主要分岐ポイントや、 JCT 、 ランプの出 □ 

に近づくと、立体的な拡大図を表示してルートを案内 
します。 

I 扩「ルート案内画面の設定を変える」 

212ぺージ 


r 行き方の候補を5種類表示（複数ルート探索）] 

目的地までのルートを、違った条件で探索して表示 
します。 

自動(推奨ルート）を探索する場合、有料道路を優先 
する場合、一般道路を優先する場合、距離を優先す 
る場合、道幅を優先する場合の已種類の条件で一度 
に探索します。 

「f 複数ルート探索をずる)」 ]]9ぺージ 


「進行ち向の車線区分を案内する（レーンガイド） 1 

案内する交差点に近づいたとさ、交差点の}広大図を 
表示し、曲びるち向のレーンを穫色で表示させること 
びでさます。 

I 扩「ルート案内画面の設定を変える」 

213ぺージ 




※ノ く一の長さび短くなることによつて交差点 
までの残距離の目安を表します。 


「交差点の名称を表示(交差点情報） 1 

走行中に次の交差点で巧びるち向のレーンを矢印で 
表示し、交差点情報を表示させることびでさます。 

I が「ルート案内画面の設定を変える」 

2日9ページ 



はじめに 


(主な特長〕 
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主な特長 (3) 


案内標識を表示（方面看板 ）I 


国道をはじめとした一般道の行さ先やち向を示す案内 
標識(看板)を表示させることびでさます。（全国の 
主要交差点） 

[5="「ルート案内画面の設定を変える」 

21己ぺージ 

※すべての交差点において収録されているわけでは 
ありません。 



リアル 3 D 交差点を表示] 



ルート案内時、交差点を立体的（リアルデヴイン）に 
案内します。けし幌-仙台-さいたま-千葉-東京23区 
横お•川崎•新漏•詩岡•お松-名ち屋•京都•大阪 • 
呪-神戸-広島•福岡-北九州の中部の一部交差点） 
[ g = 「ルート案内画面の設定を変える」214ぺージ 
※すべての交差点において収録されているわけでは 
ありません。 



シ 
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ドライブ コースを アドバイスする（おすすめドライブ ナビゲーター ） I 

本機にあらかじめ収録されているおすすめのドライブ 
コースやアウトレットモールを見ることびでさます。 

また、ドライブコース周辺の観光スポットや 
食事スポットの情報を見たりアウトレットモールの 
情報を見ることびでさます。 

[ W " 「おすすめを使う」 ] 9日〜192ページ 



0羊しい交通肩報を教えてくれる^ 

I V に S 対応1 

文字、図形、地図表示で巧;'帯肩報サービスを受けることびでさます。 

別売のビーコンキットを接続すれば、ビーコンの V に S 情報を見ることびでさます。 
[ W " 「 VICS 」] 目日〜183ぺージ 「 V に S (ビーコン)」 ] 84〜] 89ぺージ 


統計交通情報 I 


過去の V に S 巧;'帯統計データを考慮したルート探索び行なえます。 
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r — 方通行規制箇所がわかる） 

I 一方通行表示1 

2已1711^(下の市街地図表示のとさ、一ち通行の規制を道路上に表示します。 

《 3 D 表示の場合は表示されません。 

〔田並みをリアルに表巧してくれる^ 

I 遠くまで見渡せる視点で立体的に表示 I 

上空より進行ち向前方を見下ろす角度で、現在位置周辺を表示 (3 D ビュー）します。 

[ W 「地図表示(方位）を切り替える」日日、已目ページ 

I 住所エリアを色分けした地画素^ 

都道府県や市区町村などの境ごとに色分けして表示します。 

C 自律 航法* 1&マップマッチング* つ 

自律航法とマップマッチングで、 GPS 衛星電波の誤差によって起こる実際の現在地と地図 
上の現在地とのズレを少なくします。また、 GPS 衛星電波び受信でさなくなったとさち、 
自律航法とマップマッチングで、自車マークの位置を補正します。 

*1 :本機に内蔵のジャイ□センサーで車の移動ち向を判断し、車から得た車速パルスから 
車の走った距離を算出することにより、現在地を割り出します。 

*2 :測位した現在地び道路上にない場合に、地図ソフトに収録されている情報を利用して、 
自車マークをおくの道路上に表示させる機能です。 


r エコドライブ I 

GPS の信号や車速情報をもとに、運転中の加速、減速、速度、アイド IJ ング時間を計算し、 
「急加速」、「急減速」、「長すぎるアイドリング」などを検知するとチャイムを鳴らし、メ 
ッセージを表示してお知らせします。また、計算データを己段階評価したり、グラフで表 
示、平均燃費を表示することちでさます。 |： g =]48 〜]已3ページ 


別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム（詳細版） 

C 化上デジタルテレビ放送とワンを歹) 

本機に内蔵の地上デジタルテレビ放送用チューナーで、地上デジタルテレビ放送を受信で 
さます。ドライブ先の天気予報や交通情報などのデータ放送を表示したり、番組表から今 
放送中の番組を選局することちでさます。また、携帯•移動体向けサービス「ワンセグ」 
を見ることびできます。 （ HS 3 日 9- A / HS 3 日 9- W はワンセグ受信しかできません。） 
※ワンセグ受信時はデータ放送および緊急警報放送の受信には巧旅しておりません。 

II 2セグ/ワンセグ自動切替機能, 

お車の受信状況によって] 2セグ放送とワンセグ放送を自動で切り替えることびでさます。 

ワンセグ録画な 

SD カードにワンセグ放送を録画することびでさます。 


はじめに 


(をな特長〕 


ピゲーシヨン 


地上デジタルテレビ 


☆印： HS 709 D - A / HS 709 D-W 
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MUSIC STOCKER PRO を / MUSIC STOCKER * 機能 | 

大容量の八ードディスクを搭載し、音楽 CD を再生と同時に録音でさます。（自動録音設定時) 
Gracenote データべース収録によりタイトル情報を自動付加できます。編集機能により夕 
イトル名の変更も巧能です。お気に入り登録によりあなただけのプライベートアルバムも作 
成でさます。また、録音した CD は自動で（アルバム名/アーティスト名/ジャンル/ミュー 
ジツクエスコート)選局モードに振り分けられるため、絞り込んだ検索びでさ便利です。 

追つかけ再生&マツ八リツピング機能 I 

本機へ音楽 CD を録音するとさ、再生させなび音する追つかけ録音と無音にて最大 T 4倍速で録 
音するマツ八リツピングびあります。マツ八リツピングにより録音時間の短縮びでき便利です。 

BeatJam 巧が I 

本機へ録音した音楽ファイルを付属の目 eat Jam をインストールしたパソコンへ移動し、 
パソコン上で音楽ファイルを管理することびでさます。また、パソコン上で管理している 
音楽ファイルを本機へ転送して聞くことちでさます。パソコンから転送でさる音楽データ 
は ATRAC 3/ ATRAC 3 plus / MP 3/ WMA/AAC となります。 


CPRM 対応 I 

本機では、 DVD - R / RW のビデオレコーディングモード （ VR モード）で録画されたディ 
スクを再生できます。さらに、デジタル放送などを記録した CPRM 対応の DVD - R / RW 、 
DVD-R DL にビデオレコーディングモード （ VR モード）のディスクび再生できます。 

マルチ音声機能 I 

お好さな音声言語に切り替えて、お楽しみください。 

《 DVD ビデオに収録されていない言語には切り替わりません。 

マルチ字幕機能 I 

お好さな字幕言語に切り替えて、お楽しみください。 

《 DVD ビデオに収録されていない言語には切り替わりません。 

マルチアングル磯 

複数のアングルで収録されている DVD ビデオの場合、好きなアングルに切り替えることびできます。 

演奏時間表示 I 

トラック経過時間を表示することびでさます。 

トラックリス 

トラック I 」スト画面を表示し、簡単な操作で聞さたい巧を再生することびでさます。 

リピート機能！ 

お気に入りの曲を、繰り返し聞くことびでさます。 

ランダム(順序不同演奏)機能 I 

演奏中のディスクのすべての曲を順序不同で演奏します。 


主な特長 (4) 


MUSIC STOCKER/DVD ビデオ / CD 
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が P : HS 709 D - A / HS 709 D - W 、 ★印： HS 309 - A / HS 309 -W 



























r ェリァ選局 I 

ナビゲーション画面の自車マークのあるエ u アで放送されている放送局を呼び出すことびでさます。 

I 手動選局 I 

FM は日. IMHz 、 AM は 9 kHz ずっ選局します。 

I 自動選局 I 

放送局を自動的に選局します。 

I プリセット機能 1 

FM ]2 局、 AM ] 2局をプ IJ セットでさます。 

I エフエムスト ッカーな I 

FM 放送の音楽を SD カードに録音/再生することびでさます。 

I A ンズフリー機能み I 

携帯電話を持たなくてち通話することびでさます。 

「Bluetooth Audio つ 

目 luetooth 対応機器を使用して音楽を聞くことびできます。 

I PSS (パーキングヴポートシステム)連動機能， 

車のキースイッチび日 FF になっている場合、異常び発生すると、警告メッセージびスピー 
カーから流れます。 

※この機能は別売の PSS 機(パーキングサポートシステム超音波カーアラームタイプ)また 
は SSS 機(セキュリティサポートシステム超音波カーアラームタイプ）と八ーネスキット 
び必要となります。 

[ W 「 PSS (パーキングサポートシステム）連動機能にっいて」294〜29目ページ 

I セキュリティ 

3〜] 2巧のセキュ IJ ティコードを設定することびできます。セキュリティコードを設定し 
ていれば、万一、盗難にあってちセキュリティコードを入力しないと使用でさないため、 
個人情報の流出を未然に防ぐことびでさます。 

{ W "「f セキュリティコードを設定すを)」 297〜299ぺージ 

I オプションボタン選択機能 I 

® ボタン(オプション）によく使う機能を設定することびできます。 

※別売のサイドブラインドモニターを接続し、設定している場合は本機能は使用できません。 

I リヤエンターテイメント(後席選択)機能>| 

コンポジット入力対応モニターを接続している場合に、コンポジット入力対応モニターで 
は DVD や TV の映像と音を楽しみなびら前席では別のソースを楽しむなど、前席とコンポ 
ジット入力対旅モニターで別々のソースを選択することびでさます。 


☆印： HS 709 D - A / HS 709 D-W 


ラジオ / 目 — U et 〇 oth A udi 〇 / その他 


はじめに 


(主な特長〕 
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バック ビューモニター 用端子付 I 

別売のバックビューモニターを接続すれば、車のシフトレバーを IJ バースに入れたとさ、 
画面をバックビューモニター映像にすることびでさます。 

フ□ントサイドビューモニター用端子付 I 

別売のフ□ントサイドビューモニターを接続すれば、別売のフ□ントサイドビューモニタ 
一のスイッチを入れたとさ、画面をフ□ントサイドビューモニター映像にすることびでさ 
ます。 

サイドブラインドモニター用端字行1 

別売のサイドブラインドモニターを接続すれば、 ® ボタン（オプション）を押すと、画面 
をサイドブラインドモニター映像にすることびできます。 

SD 再生 I 

パソコンから SD カードに入れた音楽/な映像データを再生することびでさます。 

ETC 端子付 I 

•別売の ETC ユニッ トを接続すると ETC ユニッ トの出カデータをナビゲーション画面に表 
示することびでさます。 

• 接続可能な ETC ユニットは外部機器接続用端テ付のモデルです。 

詳しくは販売店にご相談ください。 

後席専用モニター用映像音声出力端子付 I 

コンポジット入力対応モニターに接続することびできます。 （ HS 3 日 9- A / HS 3 日 9- W は映 
像のみ表示） 

別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム494ページ 
詳しくは販売店にご相談ください。 

ビデオ入力端子巧1 

別売の VTR ケーブルや AV ケーブルを使用して市販の VTR 機器の映像-音声を本機でお楽 
しみいただけます。 

別売の音声ケーブルを使用して市販の携帯用オーディオ機器の音声を聞<ことびでさます。 

市販の音声ケーブルを使用して市販のポータブルオーディオ機器など外部入力装置を接続 
して音声を本機でお楽しみいただけます。 


☆旧： HS 709 D - A / HS 709 D-W 
が印： HS 709 D - W / HS 309 -W 
☆3 印： HS 309- A / HS 309 -W 


主な特長 (5) 


その他 
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fiPod 端子付] 

付属の iPod 接続ケーブルな^/別売の iPod アダプターな 3 を使用して、本機で音楽再生や映像再 
生などの iPod の操作をすることびでさます。 

I ビーコン端子付] 

別売のビーコンキットを接続すると、より詳細な巧;'帯眉報などビーコンの交通情報を取得 
することびでさます。 [5=] 84〜] 89、2己3〜2己己ページ 

※変更等ある場合びありますので、接続および操作可能なユニットについては、お買い上 
げの販売店にご相談ください。 

I USB 端子付 I 

• US 目メモリデバイス （ USB フラッシュメモリ / (ATRAC AD 対応）ウオークマン）の音楽 
データを再生することびできます。また付属の Beat Jam かをインストールしたパソコ 
ンに別売の USB 接続ケーブルを使用して音楽ファイルを本機へ転送して聞くことびでさ 
ます。 

•別売の iPod コード （ US 目接続用）を使用して、 US 目で iPod の音楽を聞くことをでさます。 

VGA モニターが 

高解像度 (8 日日 X 48日ドット）により高精細な VGA モニターを使用しているので、美しく 
高画質な画面です。 

I 広視野角液晶ディスプレイ I 

広視野角液晶ディスプレイを使用しているので、どの角度から見てち美しい画面です。 


HS 709 D - A / HS 709 D-W 
HS 709 D - W / HS 309 -W 
HS 309 - A / HS 309 -W 


その他 


LLL 目目 

12 3 
☆ ☆☆ 


はじめに 


(主な特長〕 
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GPS 衛星の電波受信と測位 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


(jBPSCGIobal Positioning System) について 

地球の廻り高度約21，日日日 km に GPS 衛星び米国国防総省によっ 
て巧ち上げられています。これはをとして軍事利用のためですび、 
民間にちその利用び開放されており、この GPS 衛星から送信さ 
れた電波を利用して、現在地(緯度、経度、高度）を知ることびで 
さるシステムです。 

《本機では高度は表示しません。 



G 受信しに<い場所について) 

GPS 衛星の電測ホ、付属の GPS アンテナで受信します。 

GPS アンテナと GPS 衛星との間に障害物びあると、電波び受信しにくくなり、 
現在地の測位びでをません。 

受信に適した場所は、屋外の、電波をさえぎる障害物のない、見晴5しの良い場所 
です。受信しにくい場所は、下のようなところです。 


GPS 衛星電波 



GPS アンテナ 


• トンネルの中 •高層ビルに囲まれたところ •樹木の密集したところ •高速道路の下など 



《同じ場所でを、次のような理由で受信数び変動します。 

• GPS 衛星は地球の周りを移動する周回衛星であり、時間によつて位置び変わるため。 

• GPS 衛星の受信は、 GPS 衛星の周波数に近似した他の電波の影響を受けるため。 

•車内でご使用の電子機器（アマチュア無線機、レーダー探知機、ドライブレコーダー、 ETC、 本機!;(外のナビゲー 
シヨンシステム等)の妨害、または一部の車種に使用されている断熱ガラス、熱遮断フイルム等により電波びさえ 
ざられ受信感度び悪化したり受信しなくなることびあるため。 


C 受信するまでの時剧こついて） 

必ず見晴5しのよい場所で行なってください。 

GPS 衛星から測位に使用でさる電波を受信すると、画面左上の方位表示の背景色び黄色になり、測位 
した現在地を表示します。 

本機を取り付け後または車のバッテリー等交換後、初めてお使いのときや、長時間ご使用にな5なか 
ったときは、現在地を表示するまでに1己〜20分程度かかることびあります。（これは GPS 衛星から 
送られる衛星の軌道データび] 2分3日秒に]回送られているため、このデータの取り込みに時間びか 
かるためです。現在地を表示するまでは移動しないでください。）通常は電源を入れてから数分で表 
术します。 
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自律航法とマップマッチング [ HS709D-W HS309-W 


ちな地の誤差について) 

GPS を使った測位では、約3日 m 〜2日日 m 程度の誤差びあるため、実際の位置と地図に表示されてい 
る現在地の位置び一致しないことびあります。また、 GPS 衛星は米国国防総省によって管理されてい 
ますので、意図的に測定用電波のデータび変更されることびあり、このとさは現在地表示の誤差ち大 
さくなります。こうした誤差を補正するために、本機では、車速パルスとジャイ□センサーを利用し 
た自律航法と、マップマッチング機能を備えています。 


こ自律航法*1&マップマッチング*ソ 

自律航法とマップマッチングで、 GPS 衛星電波の誤差によって起こる実際の現在地と地図上の現在地 
とのズレを少なくします。また、 GPS 衛星電波び受信でさなくなったとさち、自律航法とマップマッ 
チングで、自車マークの位置を補正します。 

*] :本機に内蔵のジャイ□センサーで車の移動方向を判断し、車から得た車速パルスから車の走った距離を 
算出することにより、現在地を割り出します。 

*2 :測位した現在地び道路上にない場合に、地図ソフトに収録されている情報を利用して、自車マークをお 
<の道路上に表示させる機能です。 


r 学習度と現な地) 

前述のよラに、本機は GPS 衛星電波による測位のほか、3次元のセンサーと車速パルスで正確な現在 
地を割り出すしくみになっています。 

ナビゲーシヨンは車に取り付けてから、実際の走行を重ねることでデータを蓄積し、次第に各種セン 
サーの精度び向上していさます。 

これを一般的に「学習度」と「学習度の向上」といいます。 

「距離」「方位(左ち方向の回転)」「傾斜」について学習度を上げるには、実際の走行によりますから、 
取り付けてしばらくの間は「学習度」の不足から現在地にズレび発生する場合びあることをご承知お 
さください。 


はじめに 


( GPS 衛星の電波受信と測位〕/ (自律航法とマップマッチング〕 


3己 











ディスクの巧り扱いかた 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


•定期的に、記録面についたホコリやゴミ、指紋などを 
柔らかい布でディスクの内周から外周ち向へ軽く}式い 
て < ださい。 



•ディスクを持つとさは記録面をでさるだけさわらない 
よラにしてください。 


•印刷面や記録面に紙やシールなどを貼り付けたり、キ 
ズを付けないよラにしてください。 


E 口刷面 



•セ□ノVンテープやラベルなどの糊びはみ出したり、は 
びしたあとびあるディスクはお使いにならないでくだ 
さい。ディスクび取り出せなくなったり、本機び故障 
する原因となることびあります。 



•ディスクは使用中高速回転しますのでヒビの入ったデ 
イスクや大さくそったディスクは使用しないでくださ 
い。 



•そらないように必ずケースに入れ、直射日光の当たる 
場所には保管しないでください。特に夏期、直射日光 
下で閉めさった車のシート、ダッシュボードの上など 
はかなり高温になりますので放置しないでください。 



•レコードスプレー、帯電防止剤などは使用しないでく 
ださい。また、ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬 
品をかけるとディスクを傷めることびありますので、 
使用しないでください。 



•新しいディスクをご使用になるとさ、ディスクを入れ 
てち再生しない場合びあります。 

これはディスクのセンターホールまたは外周にバリび 
あり、ディスクび正しくセットされないために発生す 
るをのです。この場合にはち図のよラに、あらかじめ 
ボ ーJ レペン等でバリを取り除いてからお使いください。 


•ディスクを取り出した直後は、ディスク自体び熱くな 
ることびあります。取り扱いには十分お気をつけくだ 
さい。 

※本体の読み取り性能およびディスクへの影響はござ 
いません。 
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ディスクを入れる/取り出すには 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


□ 因ボタン ( OPEN ) を巧す。 

:ディスプレイ部び開さ、 

デイスク挿入□びあらわれます。 


(例） HS709D-A 




)C AV ) いニュ -) 广現在地) ( 


)QOofKD 


ボタン (OPEN) 


R ディスク挿入□に DVD / CD を挿入する. 

:自動でディスプレイ部び閉じます。 




劍全〕ボタン （OPEN)/ ディスク挿入□については44、4已ぺージでご確認ください。 


ディスクを取り出すには 


1- 上記手順〇にしたびって、ディスプレイ部を開き、 r 全 I ボタン ( DVD / CD イジェクト）を押 
して DVD / CD を取り出ず。 

2- W ボタン (OPEN) を巧して、ディスプレイ部を閉じてください。 


r 也アドバイス 


•デイスクを取り出したとさは、自動でデイスプレイ部は閉じません。 

•長時間 DVD/CD を挿入していると、 DVD/CD び温かくなっている場合びありますび故障ではありません。 
•デイスクを挿入すると自動でデイスクの再生びはじまります。 




ディスプレイ部を開閉するとさは手などをはさまないようにミち意してください。けびの原因や、デイ 
スプレイ部の故障の原因になります。 


(冷〇王意） 


>ディスクを挿入するとさは、他のディスクび挿入されていないことを確認してから挿入してくださ 
し、。すでにディスクび入っていて2枚目を挿入しよラとすると、ディスクにキズびつさ故障の原因 
になります。 

>ディスプレイ部を開けたまま走行しないでください。急ブレーキ時に開いたディスプレイ部に体び 
当ったり、思わめけびをするおそれびあります。 

>ディスク挿入途中に dD ボタン（日 PEN) を押さないでください。ディスクびディスプレイ部には 
さまれ、ディスクの破損またはディスプレイの故障の原因になります。 

>ディスクを出し入れするとさには、安全のため、シフトレバーびディスプレイ部に当たらない位置 
で行なってください。 


はじめに 


(ディスクの取り扱いかた〕/ (ディスクを入れる/取り出すには〕 
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SD 力ード / USB メモリデバイスに 
ついて 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


■ SD □ゴは商標です。ぶみ„ 

■SDHC □ゴは商標です。: 

■お客さまび録音•録画したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で 
使用できません。著作権の巧象になっている画像やデータの記録された " SD 力ード"は、著作権法 
の規定による節囲内で使用する m 外はご利用いただけませんので、ごま意ください。 

■本機には SD 力ード、 USB メモリデバイスは付属しておりません。 

※それぞれの規格に準じた市販品をお買い求めください。 

■1 目 GB までの容量の " SD 力ード"に対応しています。 

■本機に接続できる USB メモリデバイスは USB フラッシュメモリと ATRAC AD 対応のウオークマンです。 

US 目フラッシュメモ I 」と ATRAC AD 対応のウオークマンじ(外のちのは接続しないでください。 

動作保証でさません。 eg " 別冊の曰産才 IJ ジナルマルチシステム232〜234ページ参照 


■フオーマット(初期化）について 

• SD カードのフオーマットは本機で行なってください。 

「データを初期化(消去)する」3日6、3日7ページ 
※初期化により消失したデータは元に戻せません。十分ご確認したラえで行なってください。 

本機外の機器で初期化した場合、本機で使用でさない場合びあります。本機で初期化を行な 
ってから使用してください。 

• USB メモ IJ デバイスのフオーマットは本機で行なえません。お手持ちのパソコンなどで行なって 
<ださい。 

■ " min に D 力ード"/ " microSD 力ード"を使用する場合は、必ず min に D 力ードアダプター/ 
microSD カードアダプターを使用し、正しい挿入ち向をご確認ください。アダプターび装着されて 
しげよい状態で本機に挿入すると、機器に不具合び生じることびあります。また、 " miniSD 力ード"/ 
" microSD カード"び取り出せなくなる可能性びあります。必ずアダプターごと抜さ差しし、本機に 
アダプターだけ残さないよラにしてください。 

■miniSD カード/ microSD カードを min に D カードアダプター/ microSD カードアダプターで ご 使 
用の際は正常に動作しない場合びあります。 

■ microSD 力ードを min に D 力ードアダプターに装着し、更に SD 力ードアダプターに装着して使用 
しないで < ださい。 

■ SD 力ード挿入□や USB 接続端テに異物を入れないでください。 SD 力ードや US 目メモリデバイス 
を破損する原因になります。 

■ SD カード/ US 目メモリデノくイスへのデータ書さ込み中/読み込み中/本機にデータ転送中は抜か 
ないでください。また、車のキースイッチを変更しないでください。データび破損する恐れびあり 
ます。破損した場合、補償でさません。 

■静電気や電気的ノイズを受けたり暖房器具の熱び直接あたる恐れのある場所に、 SD カードや USB 
メモリデノくイスを放置しないでください。データび破壊される恐れびあります。 
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■本機内部を保護するため、異常び生じたとさは自動的に本機の機能び止まります。 

画面に表示されたメッセージにしたびって操作してち動かないとさは、故障の恐れびありますので 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

■本機は SD カードを使用して下記機能を使用することびでさます。 

•地点編集： 「 SD カードで地点を探す」 ] 日3、 ] 日4ページ 
•ルート探索 [5=^ に〇力ードからルートを探索する」 ] 42〜144ページ 
•地点登録!:§=に〇力ードから地点を登録する」244〜24目ページ 
• 画像の追加やコピー [ W " 「画像を追加する」27日〜272ぺージ 

「画像を SD 力ード/ USB メモリデノくイスにコピーする」273〜27己ページ 
• な画像の閲覧!:§=「 Photo 機能を使う」 424-431 ぺージ 

• Gracenote データベースのアップデート別冊の日産オリジナルマルチシステム（詳細版） 

[ S = 「データ管理」日8〜64ぺージ 

•音楽再生が別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム(詳細版） 236〜253ぺージ 
•な映像再生!:§=別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム簡細版）19日〜193ぺージ 
•な FM 録音/再生別冊の日産オリジナルマルチシステム辯細版） 

已2〜已7、 ] 7] 〜] 73、198〜 22] ページ' 

•なワンセグ録画/再生別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム（詳細版） 

382、383、 ] 94〜] 97ぺージ 

※対応可能な SD カードと再生につさましては別冊の日産才 IJ ジナルマルチシステム（詳細版） 

] 77ページを参照ください。 

■本機は USB メモリデバイスを使用して下記機能を使用することびでさます。 

•音楽再生13="別冊の日産オリジナルマルチシステム辯細版） 231〜2己3ぺージ 

• Gracenote データべースのアップデート別冊の日産オリジナルマルチシステム（詳細版） 

「データ管理」已8〜目4ぺージ 

• 画像の追加やコピー [ W 「画像を追加する」27日〜272ぺージ 

「画像を SD 力ード/ US 目メモリデノくイスにコピーする」273〜275ぺージ 

• * 画像の閲覧 [5= 「 Photo 機能を使う」 424-43 1ぺージ 

■ SD カード、 USB メモリデバイス内の大切なデータは、バックアップをとっておくことをおすすめ 
します。 

■長時間ご使用になったあと、 SD カードや USB メモリデバイスび温かくなっている場合びあります 
び故障ではありません。 

■ SD カードには寿命びあります。長期間使用すると書さ込みや消去びでさなくなる場合びあります。 
■ SD 力ード、 USB メモ I 」デバイスび不良の場合、正常に動作しない場合びあります。 

■ SD カードの誤消去防止スイッチを 「 LOCK 」 にすると、記録•消去•初期化びできなくなります。 


※本書では SD メモリーカード - SDHC メモリーカードのことを SD 力ードと記載しております。 

☆印： HS 709 D - A / HS 709 D-W 
★印： HS 309 - A / HS 309 -W 


はじめに 


( SD 力—ド / USB メモリデバイスについて〕 
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SD 力ードの取り扱いかた 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


• 定期的にカートリツジの表面についたホコリやゴミなどを乾 
いた布で拭さ取つてください。 



• ラベルび は びれていたり、 ネームテープ （ラベル）び貼って 
ある SD カードは使用しないでください。 



• 直射日光や湿気の多いところをさけて保管してください。 
SD カードび使用でさなくなる場合びあります。 



• 持ち運びや保管の際は、必ず収納ケースに入れてください。 
※収納ケースは一例です。 



• 端テ部には、手や金属び触れないようにしてください。 



•強い衝撃を与える、曲げる、落とす、水にミ語らすなどはしないでください。 
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SD カードを入れる/取り出ずには占 


IS709D-A HS309-A 
IS709D-W HS309-W 


□ 因ボタン ( OPEN ) を巧す。 

:ディスプレイ部び開さ、 

SD カード挿入□びあらわれます。 


(例） HS 709 D-A 


)C- 音置り QDop^ 


ボタン (OPEN) 


U1 S □カード挿入□に SD カードを差し込む。 

:自動でディスプレイ部び閉じます。 




※ラベル面を上にして矢印のち向に"カチッ"と音びするまで差し込んでください。 
※のボタン（日 PEN)/SD 力ード挿入□については44、4已ぺージでご確認ください。 


SD 力ードを取り出すには 


1 - 上記手順〇にしたびって、ディスプレイ部を開き、 SD カードを1回押してか5取り出す。 

2- d ] ボタン ( OPEN ) を巧して、ディスプレイ部を閉じてください。 

r 也ァドバィス- 

• SD カードを取り出したときは、自動でディスプレイ部は閉じません。 

•長時間 SD カードを挿入していると、 SD カードび温かくなっている場合びありますび故障ではありません。 


A 


ディスプレイ部を開閉するときは手などをはさまないように注意してください。けびの原因や、デイ 
スプレイ部の故障の原因になります。 


( A 迂論 


>ディスプレイ部を開けたまま走行しないでください。急ブレーキ時に開いたディスプレイ部に体び 
当ったり、思わめけびをするおそれびあります。 

> SD 力ード挿入途中に CID ボタン （ OPEN ) を押さないでくださし、 SD 力ードびディスプレイ部に 
はさまれ、 SD カードの破損またはディスプレイの故障の原因になります。 

> SD カードを出し入れするときには、安全のため、シフトレバーびディスプレイ部に当たらない位 
置で行なってください。 

> SD カードには寿命びあるため、長期間使用すると、書さ込みや消去などびでさなくなる場合びあ 
ります。 

> " min 信 D 力ード"/‘ ‘ microSD 力ード"を使用する場合は、必ず‘‘ miniSD 力ードアダプター"/ 
" microSD 力ードアダプター"に装着してご使用ください。 " miniSD 力ード"/‘ ‘ microSD 力ード" 
び取り出せなくなったり機器の故障の原因になります。 


はじめに 


( SD 力—ドの取り扱いかた〕/ ( SD 力—ドを入れる/取り出すには〕 
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才ーデイオ/テレビ/ラジオの設定に 
ついて 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


■バッテI」一交換やヒューズ交換などでバッテ IJ 一との接続び断たれたとさは、メモリーしたチャン 

ネルや音場、スピーカー仕様などの設定ち全て消去されます。 

■ラジオやテレビの受信は受信場所によって、電波の強さびかわった 

り、障害物などの影響により最良な受信状態を維持することび困難 

な場合ちあります。 

•電車の架線、高圧線、信号機、ネオンサインなどのおくやラジオ 
放送、アマチュア無線の送信用アンテナのおくで受信すると、画 
像び乱れたり雑音びはいる場合びあります。 

• 電波の特性上、建物や山などび障害物となって受信状態び悪くな 
ることびあります。 

• トンネル内にはいったり、放送局から遠ざかると電波び微弱にな 
り受信状態び悪< なります。 

•一部の地域において、ラジオ、テレビ等の送信アンテナ塔付近では、受信している周波数外の 
電波の影響により、映像-音声に乱れび生じる場合びあります。 

• 本機で受信する場合は、家庭で受信する場合に比べると受信可能なエリアび狭くなります。 

•固定受信(八イビジョン放送等)や携帯受信（ワンセグ)などの放送ち式、放送局により、受信状態 
やエ IJ アび変化します。 

•ワイパー、電動ミラー、エアコンの FAN などを動作させると受信感度び悪化する場合びあります。 
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パソコン連携(いつちドライフリンク) 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


パソコンで指定の Web サイト（いつもドライブ）を利用して、地点情報やルート探索した結果を SD 力 
-ドに保存すると、本機の目的地ルート探索にそのまま活用することびでをます。 

いつもドライブを利用するにはユーザー登録を行なう必要びあります。ユーザー登録の方法は、別紙 
の「いつもドライブリンク」をご覧ください。 


パソコン連携(いつもドラィブリンク)の流れについて^※量置(，こ^ち質ミ^ 

" - ' 参只只し L 、たごし、。 


指定の Web サイトにアクセスし、 
ユーヴー登録する。 


2^. サイト上で地点を選択したり 
ルート探索をする。 



4 . SD カードを本機に差し込み、 

情報を確認またはなをする。 

「 SD カードを入れる/取り出すには」41ページ 
[W 「 SD 力ードで地点を探す」1日3、1日4ページ 
[W 「 SD 力ードからルート探索をする」142〜144ぺージ 
「 SD 力ードから地点を登録する」244〜246ページ 


3 . パソコンに SD 力ードを差し込み、 
SD 力ードに " DRIVE " フオルダを移 
動（ドラッグアンドド□ップ)する。 


r 也アドバイス 


> SD 力ードを使用する前に！:^ 「 SD 力ード/ USB メモ U デバイスについて」38、39ページをご覽ください。 
> SD カードに保をしているルートを本機で確認する場合、本機に設定している探索条件をちとにルート探索を行 
なラため、いつわドライブ上でのルート探索結果と異なります。 

「 SD 力ードからルート探索をする」142〜144ぺージ 
「ルート探索条件の設定をする」247〜250ページ 

>いつわドライブで出発地を本機と異なる位置に変更し、ルートを SD カードに保をしても本機でルート探索する 
場合は、出発地び現在地となります。（いつをドライブで指定した出発地にはなりません。） 

>本機から SD 力ードに録音 ( REC ) または再生している場合、 SD 力ードで地点を探す/ SD 力ードからルート探索 
をする/ SD カードから地点を登録するの操作はでさません。 SD カードの録音 ( REC ) または再生を停止させて 
から操作してください。 

> ★印：詳しい操作方法につきましては、いつもドライブ Web サイトの「ヘルスをご覧ください。 


はじめに 


(才—ディオ/テレビ/ラジオの設定について〕/ (パソ n ン連携(いつもドラィブ)〕 
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各部の名祿とはた s を 


HS709D-A HS309-A 
HS709D-W HS309-W 


本機はパネルに配置しているボタン(操作説明では"〇〇ポタンを巧す"と説明しています。）と、 
画面に表示されるタッチポタン （"00 ボタンをタッチする"と説明しています。）を直接タッチして 
操作しまず。 


HS709D-A 


HS309-A 





① LAJ ポタン （ OPEN ) 

•ディスクを出し入れするとさに押します。 

(37 ページ） 

• 画面の角度を調整するとさに長押しします。 

(46 ぺージ） 

② CS ボタン（発話）な1 

•音声操作への切り替えをします。 （3 目〇〜3目9ペー 
ジ） 

•長押しをすると HF MENU 画面を表示します。 

に60、3已8ぺージ） 

因 D ボタン议通情報）が 

交通情報を受信します。 

③ 运3ポタン 

AV SOURCE 画面を表示します。（384、38已ぺージ） 

④ (メニュ ー1 ボタン 

• メニュー画面を表示します。（60、目1ぺージ） 

• 長押しすると画面調整画面び表示されます。 

(380 〜382ぺージ） 


( D I 現在地1 ポタン 

現在地の地図を表示します。（己4ページ） 

ボタン ( AV 電源） 

•画面を消すとさに長押しします。 （383 ページ） 
•オーディオ操作を ON/OFF するとさに使います。 
(38 己ページ） 

ボタン（オプション） 

•サイドブラインドモニター映像画面を表示します。 
に80〜287ぺージ） 

• オプションボタン設定画面で選択した機能の操作を 
します。（261、2目2ぺージ） 

•画面を消す時に長押しします。 （383 ページ） 

⑥因ポタン （ DVD / CD イジェクト） 

(37 ページ） 

⑨ ディスク挿入口 （37 ぺージ） 

⑩ SD 力ード挿入口 （41 ぺージ） 

® 認証 カードカバー 
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HS309-W 


回一④ 


⑩ 

⑩ 


HS709D-W 







① LAJ ボタン （ OPEN ) 

•ディスクを出し入れするとさに押します。 

(37 ぺージ） 

•画面の角度を調整するとさに長押しします。 

(46 ぺージ） 

② ®ポタン (AV 電源） 

•画面を消すとさに長押しします。 （383 ページ） 
•オーディオ操作を ON/OFF するとさに使います。 
(38 己ページ） 

③ 巧のボタン 

AV SOURCE 画面を表示します。（384、38已ぺージ） 

④ [ S ボタン（発話）な1 

•音声操作への切り替えをします。 （3 日〇〜3目9ページ) 
•長押しをすると HF MENU 画面を表示します。 

に60、3已8ぺージ） 

励ポタン(交通情報）な2 

交通情報を受信します。 

⑥ (メニュ ー1 ボタン 

• メニュー画面を表示します。（60、目1ぺージ） 

• 長押しすると画面調整画面び表示されます。 

(380 〜382ぺージ） 


® l 現在地 1 ポタン 

現在地の地図を表示します。 （54 ページ） 

ボタン（オプション） 

•サイドブラインドモニター映像画面を表示します。 
に80〜287ぺージ） 

•オプションボタン設定画面で選択した機能の操作を 
します。 (26 K 262ぺージ） 

•画面を消す時に長押しします。 （383 ページ） 

⑧ 因ボタン （ DVD / CD イジ I クト） 

(37 ページ） 

⑨ ディスク挿入口 （37 ページ） 

⑩ SD 力ード挿入口 （41 ぺージ） 

⑩ 認証 カードカバー 

⑩ AUX 端子な3 

• 市販のポータブルオーディオ機器を接続します。 

側冊の才 U ジナルマルチシステム317〜323ぺージ） 


(/K 注意）認証カードカノ（一は地図データのノくージヨンアツプのとさじ(外は開けないでください。 




HS 709 D - A / HS 709 D-W 
HS 309 - A / HS 309 -W 
HS 709 D - W / HS 309 -W 
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(各部の名称とはた S き〕 
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ディスプレイ部の角度を調整ずる [ HS709D-W HS309-W 

® ボタン (OPEN) を長巧しする。（約 0.7 秒 JJLb) 

ディスプレイ部び斜め上に]段階傾さます。ボタンを長押しするごとに]段階ずつ傾さます。 
(全己段階） 


( 例） HS709D-A 



「也ァドバィス- 

• CID ボタン （OPEN) については44、4已ぺージでご確認ください。 

•角度調整をしてち車のキースイッチを日 FF にすると、ディスプレイ部は自動で閉じ収納されますび、次回、車 
のキースイッチを変更すると、前回角度調整した段階でディスプレイ部び開さます。 




角度調整をするとさは手や指などをはさまないよラを意してください。 
けびや、ディスプレイの故障原因になります。 
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